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沼津ＲＣ理事・役員・委員会編成表
理　　　事 役　　　員

理　　　事 清　　マキ 会　　長 清　　マキ
理　　　事 實石　　学 直前会長 實石　　学
理　　　事 大村　愛美 副 会 長 大村　愛美
理　　　事 渡邉　秀一 幹　　事 渡邉　秀一
理　　　事 渡邉　雅昭 副 幹 事 渡邉　真司
理　　　事 細澤　哲哉 会　　計 山本　洋祐
理　　　事 山口　和一 副 会 計 大友　保志
理　　　事 峯村祐紀子 Ｓ Ａ Ａ 峯村祐紀子
理　　　事 山本　洋祐 副ＳＡＡ 大熊　宏幸
理　　　事 森藤　恵二 親睦活動 渡邊洋二郎
理　　　事 塚本　和弘 プログラム 上田　貴彦

常任委員会 小委員会 委員長 副委員長 委　　　　員

クラブ管理運営�
大村　愛美

出　　　席 三好　勝晴 楠木　公一
海野　公彦 米野　博英

親　　　睦 渡邊洋二郎 横溝有美子
村上　綾一 髙原　敏廣 関　　俊裕

会　　　報 望月　美樹 大石　顕志
プログラム 上田　貴彦 今田　孝司

公共イメージ向上�
細澤　哲哉 広報・雑誌 吉野　聖一 白壁　浩之 ＳＮＳ・

ＩＴ関係 村上　綾一 大石　顕志

会員維持増強�
塚本　和弘

会�員�選�考
野際　宏行 積　　惟貞

Ｒ　情　報
会�員�増�強

大友　保志 髙地　尚之
職�業�分�類

奉仕プロジェクト�
山口　和一

青　少　年 野口　陽一 村上　綾一
職�業�奉�仕 白壁　浩之 恒吉　忠雄
社�会�奉�仕 向坂　義次 石川　三義
国�際�奉�仕 太田　昭二 奥村　茂春

財団プロジェクト�
森藤　恵二

Ｒ　財　団 大石　昭裕 渡邉　芳彦
米　　　山 東　　宗徳

クラブ研修リーダー 渡邉　雅昭

国際ロータリー第2620地区
地 区 諮 問 委 員 会 委 員 積　　惟貞
地 区 指 名 委 員 会 委 員 積　　惟貞
Ｒ Ｌ Ｉ Ｄ Ｌ 吉野　聖一
米 山 奨 学 生 カ ウ ン セ ラ ー 大村　愛美
米山奨学生 ＭＵＤＭＡＮ　ＳＯＰＩＤＡ（マドマン　ソピダ）

米山梅吉記念館
委 員 渡邉　真司

ソングリーダー
第１回目 第２回目 第３回目 第４回目
野口　陽一 大石　顕志 白壁　浩之 今田　孝司

出席報告

ＲＩ第2620地区静岡第2グループ

☎〈055〉963-0515　　  963-5202

沼津リバーサイドホテル

實 石 　 学
大 友 保 志
望 月 美 樹

シェカール・メータ

小林　聰一郎

20222021

2021～2022

第3370回例会	 2022.6.17

会長挨拶� 会　長　實石　　学

欠席者（8名）
今田君、髙地君、三好君、森藤君、
村上君、大熊君、杉山君、髙原君
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6月24日（金）
　正副会長・幹事退任挨拶
� 實石会長、清副会長、大友幹事

7月1日（金）
　正副会長・幹事就任挨拶

NO.24

　皆さんこんにちは、先週の特別記念例会、皆様ありがとう
ございました。水野さんのお話も大変ためになるお話で充実し
た例会だったと思います。実行委員会の皆様及び会員の皆様
ありがとうございました。
　さて今日は、私の趣味の話ですが、今までたくさんの趣味
を持ち、楽しんできましたが、色 な々事情や年齢で、だんだ
んと趣味の数が、絞られてきました、今は一番の趣味は、ゴ
ルフとなっております。私が、ゴルフを始めたのは大学を卒業
して直ぐで、40 年位楽しんでいますが、ここ数年急激にゴル
フにはまりまして、ゴルフ練習場や、回数は少ないながら、ゴ
ルフ場へ行ってプレーを楽しんでいますが、なかなか思うよう
なスイングや、成績に結び付かず、日々悩んでいます。然しな
がらこのうまくいかない、思うようにならない事を、何とかして、
プロが感じている様な、打感や球筋を味わえないかなと思い
ながら無駄な努力を続けていますが、あまり上達しないので、
新しいクラブ、新しいパター、おびただしい数の練習グッズ、
更に新しいゴルフバッグまで頻繁に買い替えてみました結果、
そこそこ練習場では、上手に打てるようになった気がします
が、いざゴルフ場に行って、プレーをすると、全然当たらない、
曲がる、届かない、カップに入らない、いわゆる“練習場チャ
ンピオン”に追い込まれ、今はもはや、実際のゴルフ場より、練
習場の方が大好きになり、ゴルフ場にいてプレーしていても、
早く練習に行きたくなるという、本末転倒な事になっておりま
す。やはりゴルフはメンタルが大事なスポーツなんだと、感じ
させられています。この状況を一刻でも早く打開し、練習場よ
り本番が好きになる方法を速く見つけ出し、この負のスパイラ
ルから抜け出したいと思っており、良いメンタルセミナーでもな
いかと、探しております。皆様もゴルフや色 な々趣味をしてい
らっしゃるかと思いますが、何か良いアドバイスがあればご教
授願いたいと思いますので、宜しくお願いいたします。
米山記念奨学生 �マドマン・ソピダ君
他ＲＣ出席 �清君（6.12ＲＬＩⅢ）



― 2 ―

イニシエーションスピーチ

� 会　員　　大石　顕志君

卓 話

１．例会変更のお知らせ
沼 津 西…6/30（木）は休会
富士山吉原…6/30（木）は夜間例会（会長幹事慰労会）
２�．6/10例会外部ゲスト（会員候補者）のクラブ入会関
心度合い確認のお願い　⇒紹介者はじめ会員各位の
きめ細かいフォローをお願いします

實石君…先週の水野様の特別例会、会員および実行委
員会の皆様ありがとうございました。とても良いお話をい
ただきました。
野際君…次期理事委員長の皆様にはお世話になりあり
がとうございました。
清君…お誕生日のお祝いありがとうございます。バランス
感覚でがんばる1年にしたいです。
楠木君…妻の誕生日のお祝いありがとうございます。
大石（顕）君…本日はイニシエーションスピーチをさせて
いただきます。よろしくお願いいたします。

　野村證券沼津支店の大石顕志です。昨年5月ＲＣに入
会させていただきました。
　昭和50年5月に京都市で生まれました。父親の仕事の
関係で1歳の時に東京に移り、小学校6年生で京都に戻り
ました。洛南高校から浪人を経て神戸大学に入学しまし
たが、大学入試センター試験が終わった2日後の1995年
1月17日阪神淡路大震災が起こりました。私が住んでい
た京都の被害はそこまでではありませんでしたが、入学
を目指していた神戸は大変なことになっておりました。受
験は神戸に向かえる状態ではなかったので、大阪大学で
受験することとなりました。合格し、入学式で震災後初
めて神戸に向かいました。電車バスを乗り継ぎながら大
学までたどり着きましたが、変わり果てた街に言葉が出
ませんでした。そこから「がんばろう神戸」を合言葉に奇
跡の復活を目の当たりにすることができました。留年を経
て2000年に野村證券に入社いたしました。大学時代に知
り合った妻と2003年に結婚し、現在は妻、高校2年の息
子、中学1年生の娘の4人家族で神戸市に在住しておりま
す。入社後は東京北千住、札幌、津、水戸、名古屋、沼
津と転勤をしてきましたので、幼少期から数えると13回
の引っ越しを経験しております。どの町も住めば都で風
土、食べ物などそれぞれの個性、魅力を見つけてきまし
た。今は沼津を中心に静岡東部の地域を満喫しておりま
す。仕事としては主に金融機関や学校法人、自治体など
の運用提案などを行ってきました。従いまして債券を中心
とした運用を長くやっておりました。
　次に野村證券と地域の関わりについてずっと続けてい
る金融経済教育をご紹介します。90年代から小学校から
大人まで寄付講座や出張授業、セミナーなどを数多く行

ってきました。Well-beingを実現するためには金融リテ
ラシーの向上は欠くことができません。人口減少や経済
成長率低迷が続く中で社会経済環境も変化してきており
ます。今年から成年年齢の引き下げや高校の家庭科で金
融経済教育が始まることとなりました。日本経済の発展、
地域の発展に向けて、学校関係、法人・企業、地域の
皆様へ金融経済教育を通じて行っていきたいと思います。
　沼津に来て1年以上が過ぎました。コロナも落ち着きを
見せ始めており、恵まれた環境である当地をますます楽
しんでいきたいと思います。まだまだ若輩者ではござい
ますが、少しでもお役に立てるよう努力して参りますの
で、引き続きご教導いただきますようよろしくお願いいた
します。

A
◎大石（顕）	 ○海 野	 　三 好
　楠 木	 　米 野	 　望 月
　 　 	 　 　 	 　 　

M
　 清 	 　渡邉（秀）	 　實 石
　大 村	 　渡邉（真）	 　上 田
　 　 	 　 　 	 　 　

D
◎山 本	 ○大 友	 　塚 本
　野 際	 　 積 	 　髙 地
　 　 	 　 　 	 　 　

B
◎横 溝	 ○今 田	 　渡邊（洋）
　村 上	 　髙 原	 　 関
　 　 	 　 　 	 　 　

7-9月度
テーブル編成表

（委員会別）
◎マスター　○サブ

E
◎白 壁	 ○野 口	 　山 口
　恒 吉	 　向 坂	 　石 川
　 	 	 　 　 	 　 　

C
◎大石（昭）	 ○細 澤	 　吉 野
　渡邉（芳）	 　渡邉（雅）	 　 　
　 　 	 　	 　 　

※マドマン・ソピダさんはランダムに
変わります。　　　　　　　　　

F
◎太 田	 ○ 東 	 　奥 村
　森 藤	 　峯 村	 　大 熊
　 　 	 　 　 	 　 　

ロータリーの標語　　超我の奉仕　Service Above Self




